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Abstract
This paper aims to argue for a reconsideration of the historical interpretation of the Karen image
in Burma through a contextual analysis of descriptions of Karen Baptists in the mid-nineteenth
century.
Karen history has been written with a heavy focus on Karen Baptists, who account for only a
minority of the Karen population, and has relied on missionary documents accumulated in the
nineteenth century. This Baptist-centered viewpoint is under criticism since it overlooks the
existence of the remaining majority, Buddhist Karens. In addition, it has been pointed out that the
image of the Karens is biased since it is based on foreignersʼ views: missionariesʼ writings on the
Karens were highly vulnerable to the missionariesʼ own motives to depict the Karens the way
they wanted them to be. This paper sets its focus on the latter argument, since there has not
been enough analysis on it; if the writings on the Karens are biased due to missionariesʼ views,
those descriptions and background factors need to be understood within the context of the
Baptist mission.
Examining a missionary writing, The Karen Apostle, as an example in the formation of the
Karen image, this paper clarifies that Baptist doctrines and mission policies had an important
influence on the depiction of Karen Baptists. The author Francis Mason described the first Karen
convert, Ko Thah Byu, as an example of “ideally hardworking, pious Baptists” to emphasize the
success of the Karen mission and obtain financial support for future development. This finding
implies that the depiction of Karen Baptists in the mid-nineteenth century should be interpreted
not only in terms of ethnicity or nation but also with reference to American Baptist history. This
viewpoint calls for a need to reconsider the historical understanding of Karens from a different
perspective, such as from within the context of the American Baptist mission.
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の歴史的背景を叙述するために用いられてきた [飯島 1974; Harriden 2002; Rajah 2002;







批判に基づいて跡付けた池田 [2012] は，その限界を指摘する。池田は，まず 19 世紀のバプ
テスト宣教師による聖書翻訳や辞典類，宣教記録も含めた著作，出版活動がカレン知識の基盤
を形成するうえで重要な役割を担ってきた点を体系的に論じる [同上書: 223-238]｡3) これら
1 ) ビルマにおいてカレンと呼ばれる人々は，1983 年の人口統計の時点で約 219万人を擁する同国第 3
の人口規模を持つ人々である。一つの民族といっても彼らの実態は多様で，カレン系諸語といって
も主要なものとしてはスゴー，ポー，ブゲエーとあり，さらに言語的下位グループは約数十種類に

















































する意図は希薄であった [伊東 2006a: 32-34; 2006b: 35-40]。











(Francis Mason: 1799-1874) によって 1843 年に発表された『カレンの使徒 ――カレン初の
改宗者コー・タービュの伝記，彼の民族に関する覚書と共に (The Karen Apostle: Or, Memoir
of Ko Thah-Byu, the First Karen Convert, with Notices concerning His Nation)』(以下，『カレ







おいても 100 部刊行された [Board of Managers of Baptist General Convention (以下




2006b: 40-42]。そしてこの視点が 1830 年代になっても概ね引き継がれていたと論じるが [伊東















10)『カレンの使徒』の版権は後にロンドン文書協会 (London Tract Society) に買収され，同協会のシ
リーズ本の一部として出版された [Mason 1870: 278]。初版はすぐに在庫がなくなったようで，同
年の 5月には第 2版が重版されたほどの人気であった [BMBGC 1843: 231; 1844: 19]。






















まず，米国バプテスト派伝道機関の設立から 1840 年までの宣教活動史を概観する｡13) ここ
ではビルマでの活動のみを中心とした従来のカレン宣教史とは異なり，伝道機関による宣教活
11) 1820 年の創刊当時の同雑誌の誌名は『米国バプテスト雑誌 (American Baptist Magazine)』であっ






13) ビルマ宣教の試みは，ポルトガルやフランスのカトリック宣教師によって 19 世紀以前から既にな
されていた。古くは 1550-60 年のあいだにポルトガルからドミニコ会士のガスペール・デ・クルス








I-1 米国バプテスト派による海外伝道機関の創設 ―― 1810年代前半
米国バプテスト派の伝道機関創設は，会衆派の海外宣教師アドニラム・ジャドソン
(Adoniram Judson: 1788-1850) とルーサー・ライス (Luther Rice: 1783-1836) がバプテスト
派に転向したことをきっかけに構想された。ジャドソンとライスは，1810 年に有志数名と共
に会衆派の年次総会において海外伝道開始の許可を請願した。この請願はただちに承認され，
支援団体として超教派のアメリカ海外伝道局 (American Board of Commissioners for Foreign
Missions (ABCFM): 以下，アメリカン・ボード) が設立された。しかし，設立当初のアメリ
カン・ボードは宣教師派遣の経験もなく資金も乏しかったため，英国バプテスト派の支援を受
ける形で，ジャドソン他数名をインドへ派遣した。しかし，ジャドソンは，この航海の途中で
バプテスト派の教義理解こそが聖書に最も忠実であると考えを改めた。1812 年 9 月にインド
のセラムプール14)に到着すると，英国バプテスト宣教協会 (English Baptist Missionary










整えるため，1812 年 3 月にアメリカへ向けて出航した [Peck 1840: 359]。
アメリカ帰国後，ライスはバプテスト派諸教会に協力を呼びかけた。そして 1814 年 5 月に
フィラデルフィアにて集会が開催され，アメリカ全バプテスト海外伝道連盟 (The General
14) インドのカルカッタ (現コルカタ) から北に約 15 キロの地域にある町。18 世紀から 19 世紀中ごろ
までデンマーク領であり東インド会社の福音宣教敵視政策の影響が及ばない地域であったため，英
国バプテスト宣教協会はこの地に拠点を置いた。
15) 英国バプテスト派は 1799 年頃に 1度ビルマにおける宣教を試みているが，活動が軌道に乗らな
かったため数年後に撤退した。
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Missionary Convention of the Baptist Denomination in the United States of America，for
Foreign Missions: 以下，伝道連盟)16) という伝道機関と，実質的な運営を担うバプテスト海外



















国バプテスト宣教協会の活動方針に従うことが明言されている [ibid.: 13-14; Peck 1840: 360]。














インドへの出入りを制限する「福音宣教敵視政策」[村椿 2011: 97] を敷いていたことに加え，
米英戦争 (1812-13 年) の勃発による両国の関係悪化が影響したためである。インド滞在が許
可されず帰国命令が発せられていたなか，ジャドソン夫妻は乗船が許可されたラングーン行き
のジョージアナ号で，ビルマへ向かうこととなった [Shwe Wa et al. 1963: 1-3; Peck 1840:





従事することになるウェイド (Jonathan Wade: 1798-1872) 夫妻がラングーンに到着し，宣教




アメリカ先住民への宣教活動の開始が議決されている [Peck 1840: 377]。当初の宣教対象は，
チェロキーや五大湖周辺に居住していたオタワ，マイアミ，シャワノオなどであり，後に他の
部族へと拡大した [ibid.: 377, 384]。アメリカ先住民への宣教は「インディアン宣教」「国内
宣教」と呼ばれ，ビルマ宣教とともにバプテスト伝道局の中心的な活動の一つと目された。こ
の他にもアフリカ宣教が同時期に開始されている。アフリカ系アメリカ人の宣教師らが中心と
なって，1819 年にアメリカ植民地協会 (American Colonization Society) を設立し，1821 年
にシエラ・レオネに最初の宣教師が到着した。翌年にはリベリアのモンロヴィアに宣教拠点を
置いた [ibid.: 439]。1823 年には現地人初の受浸者を獲得し，その後も定期的に宣教師が任命，
派遣されていた [ibid.: 439-445]。






泊していたジョージアナ号に乗り込みラングーンを目指すこととなった [Peck 1840: 358-359]。














タヴォイ到着後まもない 1828 年 5 月 16日に，ボードマンはタービュの浸礼式を執り行なっ
た。その後も周辺のカレン居住地域を中心に，ボードマンはカレンの助手とともに積極的に説
教を行ない，信徒を獲得していった [BMBGC 1829: 193-195]。1831 年の 9 月にはジャドソン
がモールメイン周辺の山間部にあるカレンの村々を訪問し，カレン宣教に本格的に取り組み始
めた様子が窺える [ShweWa et al. 1963: 91-100]。新たな活動拠点となったテナセリム地方の
カレンの人口比率は他地域より相対的に高かったため，彼らと宣教師の接触機会も増加し，宣
教団のカレンの人々への関心はより深まっていったと推察される。病を患っていたボードマン






考案した｡21) 1832 年には小冊子とスゴー・カレン語の文法書を完成させ，それぞれ 3,000部を
18) アマースト (現在のチャイッカミー) とはテナセリム地方にある小さな漁港。
19) 当時ジャドソンは聖書のビルマ語翻訳に専念していたため，担当支部は持たなかった。
20) ビルマ南部からタイにかけて話されているモン語を書き表す文字。モン文字はビルマ文字の母体と
なったほか，本論にて言及するようにカレン文字の考案にも使用された [藪 2001: 1049-1050]。
21) 彼は 1831 年宣教日誌のなかでカレン語の習得に励んでいる様子を報告している。当初は文字に起
こすことは意図していなかったようだが，「言葉を忘れないように書き記す必要があった」とカレ
ン文字考案に至る経緯を説明している [BMBGC 1833: 201]。
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22) 1847 年には，カレン語とカレンに関する情報を網羅した『カレン知識の宝典 (Thesaurus of Karen
Knowledge)』を発表した。正式なスゴー・カレン語―英語辞書は 1849 年に初めて出版された。
23) 統一された正書法が採用されたのは 1852 年のことであった。













II-1 著者フランシス・メイソン ―― ｢カレン像」の発信源たる宣教師
フランシス・メイソンは，1799 年 4 月 2日にイングランドのヨークに生まれた。1818 年に
渡米し，1825 年に浸礼を受けている｡24) その後アンドーヴァー・ニュートン神学校に入学し，
























田 2012: 225-230]。来緬まもない 1834 年に，イギリス人行政弁務官メインギーに宛てた書簡
の「カレンの伝統」という一編において，メイソンはカレン民族の特徴を記している。そこで
は，伝承や慣習を根拠としてカレンがヘブライ起源の旧約の民であるとする独自のカレン民族
起源説が提唱された [Mason 1834]。さらに 1852 年にはテナセリム地方での活動を通して得
た知見に基づいて『ビルマの自然産物，或いはテナセリム管区の動物相，植生，鉱物，そして
ビルマ王朝に関する覚書 (The Natural Productions of Burmah or Notes on the Fauna, Flora,
and Minerals of the Tenasserim Provinces, and the Burman Empire)』[Mason 1852] を上梓し
た。しかし出版後まもなく下ビルマ全体が英領化されたため，1860 年に『ビルマ，その民と
自然産物 (Burmah, Its People and Natural Productions)』25) と改題されて再版された。下ビル
マ地域における活動内容や，初版には当初存在しなかった「民族」という項が新たに付け加え
られた。しかし，記述の主な対象は依然としてカレンの人々であり，この点は 1852 年の第 1
版と共通している [池田 2012: 228-229]。『ビルマ，その民と自然産物』について，池田は言
語学的，宗教学的，民俗学的な知識の枠組み・基準によってカレンに関する情報を統合したも
のであり，このような試みが企図されたことはメイソンより以前にはなかったとその歴史的重
要性を指摘する。他にも，メイソンは 1850 年代後半から 60 年代にかけてカレンの宗教や慣習
に関する論文を発表しており，当時のカレンに関する知識人の代表的な存在であった [Mason






25) 原題は Burmah, Its People and Natural Productions: Or, Notes on the Nations, Fauna, Flora, and
Minerals of Tenasserim, Pegu, and Burmah, with Systematic Catalogues of the Known Mammals,
Birds, Fish, Reptiles, Insects, Mollusks, Crustaceans, Annelids, Radiates, Plants, and Minerals, with
Vernacular Namesであり，テナセリム以外の地域も含めた博物誌的な性格を持つ書籍として出版
された。


































27) タービュと初めて接触を持ったジャドソンは，1827 年 4 月 22日の宣教日誌に「注目に値する未信






























ビュは聖書を読むか祈りを捧げることに時間を費やし，夜の礼拝後には深夜 10 時や 11 時まで
祈り続けることもあった。彼が祈りを 3度行なわない夜はきわめて稀で，起きているあいだは





















































































































































のであった。表 1 は，1830 年代から 40 年代にかけてのバプテスト伝道局の資金総額，他団体
からの支援金額および余剰・負債総額の変遷を示したものである。資金総額をみると，不況が
本格化した 1837 年直後の数年間は依然として増加しており，1839-40 年度になって初めて大
幅な資金の減少がみられる。一見すると，不況の直接的な影響はなかったかのようである。し






う [宮田 1989: 17-18]。
32) 正貨通告は 1838 年 5 月に廃止されたが，その影響は 1842 年まで継続した [宮田 1989: 44-47; 中村
2011: 311]。
33) 財政悪化に伴い，バプテスト伝道局は 1838 年と 1839 年ではそれ以前の約 3倍の額である 20,824.23
ドル，20,894.48ドルを株式配当や利子の回収額として計上している [BMBGC 1836: 263; 1837: 150;
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表 1 バプテスト伝道局の資金総額・基金総額・余剰負債額の変動 (単位：ドル)
年度 資金総額 他団体基金 余剰・負債
1833-34 63,551.01 不明 * 462.43
1834-35 58,520.28 11,500 3,602.82
1835-36 59,770.15 不明 * 162.1
1836-37 72,172.07 10,000 3,120.61
1837-38 83,540.80 20,775 1,629.90
1838-39 110,765.11 88,241 574.37
1839-40 66,335.92 18,400 903
1840-41 83,841.62 24,100 −1,214.92
1841-42 52,137.10 19,054 −6,871.76
1842-43 59,751.06 不明 * −14,859.16
1843-44 76,948.00 14,022 −27,706.16
1844-45 82,302.95 14,400 −40,188.49
1845-46 100,219.94 20,000 −34,835.09
1846-47 85,487.24 20,000 −33,687.56
1847-48 86,226.73 20,000 −29,295.36
出所：American Baptist Magazineおよび Baptist Missionary Magazineの各年の年次報告書を基






























































































































お わ り に
本稿は，『カレンの使徒』におけるタービュの描写を通じた著者メイソンの主張の背景につ
いて，バプテスト伝道局と現地宣教との関係に着目して分析した。その結果，1830 年代後半





























ていく。まず第 2 次英緬戦争 (1852 年) 終結後にヤンゴンを含む下ビルマ全体がイギリスへ
割譲され，英領下のカレン宣教地域が拡大した。さらに 1854 年にはカレン国内宣教協会
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